
公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

　第１期については、人口が微増傾向であり、学校の増築などにより床面積が5千㎡程度（2015(H27)年
度末の床面積に対する割合は1.6％程度）増える予定です。一方、第１期に目標耐用年数を迎える施設数
は少ないため、第１期の目標値は±０％とし、増加分の5千㎡程度と同規模の床面積を縮減する目標とし
ました。

項　　　目 担　当　課

延べ床面積の縮減 公共施設マネジメント課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

当該年度の取組（年度実績）

実　施　内　容

個別施設の更新等に関して、延べ床面積を可能な限り縮減するように依頼したが、児童の増加による
学校校舎や学童クラブの新築、老朽化によるリサイクルセンターの改築等が必要となり、3,775㎡増加
した。
 （延べ床面積内訳）
　　 5小学童クラブ新築　274㎡　0.09％増（H31.3完成）
　   花小金井小学童クラブ新築　130㎡　0.04％増（H31.3完成）
　　 5小校舎増築　1,037㎡　0.33％増（H31.3完成）
　　 花小金井小校舎増築　1,063㎡　0.34％増（H31.3完成）
　　 リサイクルセンター更新　2,203㎡　0.7％増（H31.3完成）
     清掃事務所廃止　932㎡　0.3％減（H30.11解体）
     全体　3,775㎡　1.2％増

　　 上宿小学童クラブ新築　199㎡　0.06％増（H30.3完成）
　   全体　199㎡　0.06％増

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

実施時期

H30.4～H31.3

H29.4～H30.3
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

検証

評価 実施（終了）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

項　　　目 担　当　課

１　小平市公共施設等の有効活用に関する方針の検証等 公共施設マネジメント課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　「小平市公共施設等の有効活用に関する方針」は2007(H19)年9月に策定し、約10年が経ちます。この
ことから、「小平市公共施設等の有効活用に関する方針」についての検証を行うとともに、公共施設マ
ネジメント推進の観点に沿った有効活用に関する整理を行います。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

H30.4 検証報告書を作成し公表した。

内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

検証報告書の作成

実施時期 実　施　内　容

第３四半期 第４四半期

2



公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

検討 実施

評価 検討終了
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

市場の動向や他の自治体の事例等について、引き続き情報収集に努め
る。

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画 行財政再構築プランNo36　ＰＰＰ／ＰＦＩの推進

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

項　　　目 担　当　課

２　包括的管理業務委託の実施
公共施設マネジメント課･契約
検査課･財政課･施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　各施設において行っている点検等の業務委託の包括的な管理業務委託や、長期間の包括的な業務委託
を導入するなど、より一層効果的、効率的な手法について検討します。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

H30.4～H30.8
包括的管理業務委託の手法について研究を行い、現在の状況のまま導
入することは困難であると判断し、平成３１年度実施は見送った。

内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

詳細仕様書の調整、契約、導入準備

優先交渉権者の選定

募集要項の作成

実施時期 実　施　内　容

第３四半期 第４四半期
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

実施

第２四半期

劣化診断基礎調査に伴う業務委託仕様書の作成

実施時期 実　施　内　容

第３四半期 第４四半期内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

劣化診断基礎調査の実施 9,500

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

項　　　目 担　当　課

３　劣化診断の実施
公共施設マネジメント課･
施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　第２期、第３期には目標耐用年数を迎える施設が多くあるため、更新等の時期や財政負担の平準化が
必要です。そのためには、実際の耐用年数到来時期を明確化し、更新等の前倒しや後ろ倒しを図る必要
があります。施設の老朽化の実態を把握するための劣化診断を実施します。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

8,640

予　　算
(単位:千円)

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.5～H30.7
十三小、一中、二中、四中の４施設について劣化診断基礎調査に伴う
業務委託仕様書の作成を行った。

H30.8～H30.11
十三小、一中、二中、四中の４施設について劣化診断基礎調査を実施
した。

4



公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

実施

第２四半期

施設保全に関する職員説明会の実施

実施時期 実　施　内　容

第３四半期 第４四半期内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

緊急性判断一覧表の作成

現地調査の実施

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

項　　　目 担　当　課

４　適切な保全業務
公共施設マネジメント課･
施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　現在は、「施設の適正な計画修繕のあり方」（2010(H22)年3月）に沿って優先順位を付けて施設の保
全を行っていますが、必要な改修がすべて実施されている状況ではありません。
　財政状況を踏まえながら、安全・安心な施設を確保するために、効率的で効果的な保全手法について
研究を行い、引き続き適切な保全を実施します。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

予　　算
(単位:千円)

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.9
点検結果を基に緊急性判断一覧表を作成し、予算編成のための基礎資
料とし担当課へ提供した。

H30.4 施設保全に関する説明会を実施し、施設管理者の意識向上を図った。

H30.5～H30.8
施設所管課による施設点検マニュアルに基づく点検を実施すると共
に、施設整備課による現地調査を実施した。
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

策定

評価 実施（終了）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

項　　　目 担　当　課

５　（仮称）PPP/PFIガイドラインの策定
公共施設マネジメント課･
契約検査課･施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　公民連携について、「（仮称）PPP/PFIガイドライン」を策定して推進します。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

H30.4～H31.2
PPP/PFIの優先検討規程や独自の基準等を策定している自治体につい
て調査・研究を行い、ガイドラインを作成した。

H31.3 ガイドラインを公表した。

内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

ガイドラインの公表

ガイドラインの作成

実施時期 実　施　内　容

第３四半期 第４四半期
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

設置・開催

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

268

予　　算
(単位:千円)

項　　　目 担　当　課

６　公共施設マネジメント推進委員会の設置・開催
公共施設マネジメント課･
施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　公共施設マネジメントを推進するにあたり、外部有識者、公募市民による公共施設マネジメント推進
委員会を設置し、個別施設の更新等における各段階や本計画の進捗管理について、随時、助言を受けま
す。

340

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

H30.6、8、10、12 公共施設マネジメント推進委員会を開催

内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

公共施設マネジメント推進委員会の開催

実施時期 実　施　内　容

第３四半期 第４四半期

7



公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

実施

　公共施設マネジメントは中心的な部署のみでは推進できず、全庁的に取り組む姿勢が必要となりま
す。研修等を通じて、職員一人一人のコスト意識や課題・危機感の共有を図る必要があります。
　そのうえで、推進の中で得られたノウハウを共有する方策を検討し、その成果を見える化すること
で、モチベーションの向上を図ります。

項　　　目 担　当　課

７　全庁的なノウハウの蓄積とモチベーションの向上
公共施設マネジメント課･
全課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

内　　容 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期
予　　算

(単位:千円)

職員説明会の実施

外部講師による研修の実施 30

当該年度の取組（年度実績）

実施時期 実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)

H30.4
新人研修において公共施設マネジメントについて講義を行った。
また、全庁職員に対してH29.3に策定した公共施設マネジメント推進
計画の説明を行った。

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H31.1

小田原市による研修会を開催し、職員４２人が参加した。
小田原市では、全庁的な工事の優先付けを行っており、例年一定額の予算化
を実現している。本市においても、工事の優先度判定を行っており、今後予
算化に向けた取組みの参考となった。

9
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

検討

評価 実施（終了）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.5～H30.9

施設所管課による施設の１次点検を実施し、不具合個所について技術系職員が２次点
検を実施し、その結果を基に全庁的な工事の優先順位付けを行った。次年度の予算査
定に当たってはこの優先順位及び技術系職員への聞き取りなどを行いながら、予算編
成を行った。

H30.4～H31.3
予算のあり方について、各施設の施設管理費に関する予算をまとめる検討を
行ったが、包括管理業務委託を実施することを前提としていたことから、包
括的管理業務委託同様実施を見送った。

当該年度の取組（年度実績）

実施時期 実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)

H30.4～H31.3
Ｈ30.4の組織改正により、公共施設マネジメント課を設置し、専門的な知識
を有する技術系職員１名配置した。

予　　算
(単位:千円)

効率的な予算編成・事務執行のあり方の検討

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

内　　容 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

項　　　目 担　当　課

８　予算編成・事務執行のあり方の検討
公共施設マネジメント課･財政
課･施設整備課･施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　現在の予算は、施設管理費と事業運営費を一体として事業別に編成しているとともに、各施設所管部
署において類似の事務を重複して実施しているため、そのあり方について検討します。
　また、今後公共施設マネジメントを推進するにあたっては、予算編成などの意思決定段階や執行段階
において、専門的な知見を有する技術系職員のさらなる関与が必要となるため、新たな組織体制と合わ
せて検討します。
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

検討・順次実施

平成２９年度中の資産の増減調査を各課に依頼した。

各課保有資産の調査内容を整理、データ化し、
入力する。

平成２９年度異動分の各課保有資産の調査を行
う。

関連計画 行財政再構築プランNo18　地方公会計制度の推進

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

内　　容 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

　公共施設に関する台帳は、公有財産台帳がありますが、修繕履歴や利用率等は別途把握している状況
です。統一的な基準による地方公会計に伴う固定資産台帳との関係も整理しながら、建物情報を一元化
し、公共施設マネジメント推進のための基礎情報とします。
　なお、必要に応じて保全と合わせたシステムについても研究を行います。

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31)

公共施設マネジメント総合推進部会

2020(H32) 2021(H33)

検討体制(部会)

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

項　　　目 担　当　課

９　台帳の整理・一元化の検討
公共施設マネジメント課･
施設整備課･施設所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.4～H31.3
公共施設に関する台帳と固定資産台帳との建物情報の一元化の研究を
行った。

H31.2 固定資産台帳をホームページに公開した。

公共施設マネジメント推進のための基礎情報と
するため、公共施設に関する台帳と固定資産台
帳との建物情報の一元化を研究する。

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

実施時期 実　施　内　容

H30.5～6

H30.7～12 調査内容を精査し、地方公会計標準ソフトウェアに入力した。
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

検討 市民説明会等実施 実施

庁内検討会議を３回実施した他、作業部会を重ね、実現性のある見直
し方法について検討した。

H30.5、8
平成３１年度に、施設の維持管理コストや負担のあり方について説明
し、市民の意見を聞く場を設けるための準備を進めた。

H30.4、5、8

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

実施時期 実　施　内　容

第２四半期 第３四半期 第４四半期

関連計画

公共施設マネジメントの観点から、適正な利用
料金設定について検討する。

作業部会を１２回程度開催し、減免基準の見直
しや、減額団体判定基準について検討し、実現
可能な考え方をまとめる。

庁内検討会議を２回以上開催し、減免基準の見
直しや、減額団体判定基準について検討し、実
現可能な考え方をまとめる。

項　　　目 担　当　課

１０　受益者負担の適正化
財政課･公共施設マネジメ
ント課･各所管課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

検討体制(部会) 公共施設マネジメント総合推進部会

　公共施設の受益者負担の原則を明確にすることにより、維持管理費の適正な負担を目指すことを目的
に、施設の維持管理費などのコストを公表して、利用者の負担を定期的に見直す仕組みを検討します。

H30.7 適正な利用料金設定について、原価計算方法について検討を行った。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

行財政再構築プランNo25　受益者負担の適正化（使用料・手
数料の見直し）

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

内　　容 第１四半期

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

用地確定

実施方針及び要求水準書(案)の決定。債務負担
行為の設定。特定事業の選定。最終ＶＦＭの算
出。ＰＦＩ事業者選定委員会の開催。

実施時期 実　施　内　容

第４四半期

決算見込み
(単位:千円)

23,253

84

当該年度の取組（当初予定）

2,878

予　　算
(単位:千円)

内　　容 第１四半期 第２四半期 第３四半期

H30.4～H30.7
H31.3

モデルプランの作成及び市場調査を実施し、費用削減効果を確認。
土壌調査を実施した。

H31.1
実施方針（案）及び要求水準書（案）を公表した。財政計画を検討
し、落札者決定基準（案）を技術提案型総合評価審査委員会で検討し
た。

実施方針（案）及び要求水準書（案）の作成と
公表。財政計画の検討。落札者決定基準（案）
の作成。

現在地におけるモデルプランの作成、費用削減
効果の確認、市場調査及び土壌調査の実施。

当該年度の取組（年度実績）

3,086

学校給食センター部会

関連計画

検討体制(部会)

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

学務課

担　当　課項　　　目

１１　学校給食センター

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

　2014(H26)年度に更新に向けたPFI方式の導入可能性調査を行いました。
　これまで、給食の提供を止めずに更新することを優先して、建替え用地の検討などを行ってきまし
た。
　学校給食センターの更新においては、用地の確保が最重要課題であることから、現在地も含め、でき
るだけ早く建替え用地及び事業手法等を確定させ、2017(H29)年度末を目途に基本的な方向性を決定し、
施設の更新を行います。

H31.2
実施方針及び要求水準書(案)を公表した。ＶＦＭを算出し、特定事業
の選定結果を公表した。

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

17,399
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断

基本計画策定方針の作成(更新する場合)

　平櫛田中彫刻美術館 記念館は、国立能楽堂などを設計した大江宏氏によって設計された歴史的・文化
的にも貴重な建築物です。
　今後は、耐震性能等を考慮し、2018(H30)年度末までに、更新等の実施の適否を判断し、更新等をする
場合には基本計画策定方針の作成を行います。

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 文化施設部会

関連計画

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29)

内　　容 第１四半期

文化施設部会を４回開催し、課題の整理、検討
を行い、方向性を決定する。また、更新等をす
る場合は、基本計画策定方針を作成する。

当該年度の取組（当初予定）

2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

第３四半期 第４四半期

項　　　目 担　当　課

１２　平櫛田中彫刻美術館　記念館 文化スポーツ課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

H31.2 ２月１５日の市議会幹事長会議において報告した。

評価 実施（終了）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

予　　算
(単位:千円)

実施時期 実　施　内　容

H30.7、10、11 文化施設部会を開催し、更新等の適否の判断の検討をした。

H30.12、H31.1
公共施設マネジメント推進委員会の助言を踏まえ、公共施設マネジメ
ント推進本部に付議し、更新等を行わない方向性を決定した。

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

耐震補強 移転後閉鎖・取り壊し

　2016(H28)年2月に「小平市立花小金井南中学校地域開放型体育館建設及び小平市立花小金井武道館機
能移転の基本方針」を策定しました。
　2017(H29)年中の耐震補強工事が終了後、運営を再開し、花小金井南中学校の地域開放型体育館の開館
と同時に機能の一部を移転する予定です。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29)

項　　　目 担　当　課

１３　花小金井武道館 文化スポーツ課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

当該年度の取組（当初予定）

内　　容 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期
予　　算

(単位:千円)

検討体制(部会)

関連計画

2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

運　　　営

実施時期 実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)

花南中地域開放型体育館市民説明会の実施
（4月・9月）

当該年度の取組（年度実績）

H30.4
花小金井南中地域開放型体育館基本設計・実施設計懇談会にて昨年開
催した説明会での意見を踏まえた基本設計プランを説明し、参加者と
実施設計に向けた懇談を行った。

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.12
花小金井南中地域開放型体育館実施設計等説明会にて、基本設計から
の変更点や懇談会で出された要望事項の経過について説明した。
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

 

稼働

2020(H32) 2021(H33)

設計・建設

検討体制(部会)

　2016(H28)年2月に「小平市リサイクルセンター整備基本計画」を策定しました。
　清掃事務所、リサイクルセンター敷地内のリプレこだいらを含め、現在地において2018(H30)年度まで
に施設を更新する予定です。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31)

項　　　目 担　当　課

１４　リサイクルセンター 資源循環課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

リサイクルセンター部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

設計・建設一括発注による施設建設
（建設完了に伴う延べ床面積確定）

1,325

近隣住民等向けの現場見学会実施

内　　容 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

評価 実施（終了）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H31.2 近隣住民等向けの現場見学会実施（参加者67名）

当該年度の取組（年度実績）

実施時期

H31.3 設計・建設一括発注による施設建設完了（延床面積4,085.10㎡） 1,338

実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断

基本計画策定方針の作成(更新する場合)

当該年度の取組（年度実績）

第３四半期 第４四半期

小平駅北口市街地再開発事業の進捗状況も含め
て、更新等の適否を判断するために、関係課と
連携しながら検討します。

第２四半期

0

予　　算
(単位:千円)

項　　　目 担　当　課

１５　小平駅南口有料自転車駐車場 交通対策課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　自転車駐車場は地域対応施設ですが、小学校を中心とした複合化を図るのではなく、駅を中心とした
整備を進めていきます。小平駅南口有料自転車駐車場については、小平駅北口地区市街地再開発事業に
よる駅前広場整備に合わせた自転車駐車場の整備計画の方向性なども踏まえて、2019(H31)年度末まで
に、更新等の実施の適否を判断し、更新等をする場合には基本計画策定方針の作成を行います。

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30)

内　　容 第１四半期

2019(H31)

交通対策部会

関連計画

2020(H32) 2021(H33)

検討体制(部会)

当該年度の取組（当初予定）

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

実　施　内　容

H30.4月～H30.11

決算見込み
(単位:千円)

小平駅南口有料自転車駐車場について、公共施設マネジメント課及び
施設整備課と検討を進め、更新等の適否を判断するための耐震診断を
実施する方向性を確認した。

H30.4～H31.3
小平駅北口市街地再開発事業による駅前広場整備に合わせた自転車駐
車場の整備を円滑に実施するため、関係課と調整を進めた。

実施時期

0

0

16



公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断 基本計画の策定

基本計画策定方針作成

1,962

予　　算
(単位:千円)

実施時期 実　施　内　容

H30.4～H31.3
基本計画策定に向けて、市民意見交換会６回、中央・小川デザインカ
フェを準備会を含めて１４回、利用者・利用団体ヒアリングを８回、
個別ヒアリング、アンケート、出前授業等を行った。

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

項　　　目 担　当　課

１６　中央公民館 公民館

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

当該年度の取組（当初予定）

2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

第３四半期 第４四半期

　2017(H29)年度に耐震補強工事を予定しています。
　健康福祉事務センターなどの近隣の老朽化施設の状況なども踏まえて、2017(H29)年度末までに、更新
等の実施の適否を判断し、更新等をする場合には基本計画策定方針の作成を行います。 

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 中央公民館・健康福祉事務センター等部会

関連計画

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29)

内　　容 第１四半期

2,216
基本計画策定方針に基づき、平成31年10月の基
本計画策定に向けて取組を進めます。
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断

基本計画策定方針の作成(更新する場合)

予　　算
(単位:千円)

実施時期 実　施　内　容

H30.4、9、11 学校部会を開催し、更新等の適否の判断の検討をした。

H30.12、H31.1
公共施設マネジメント推進委員会の助言を踏まえ、公共施設マネジメ
ント推進本部に付議し、更新等を行わない方向性を決定した。

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

H31.2 ２月１５日の市議会幹事長会議において報告した。

評価 実施（終了）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

項　　　目 担　当　課

１７　第八小学校　校舎 教育総務課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

当該年度の取組（当初予定）

2018(H30) 2019(H31) 2020(H32)

第３四半期 第４四半期

　近隣施設や老朽化の実態等を踏まえ、2018(H30)年度末までに、更新等の実施の適否を判断し、更新等
をする場合には基本計画策定方針の作成を行います。

2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 学校部会

関連計画

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29)

内　　容 第１四半期

公共施設マネジメント推進委員会の助言を踏ま
え、公共施設マネジメント推進本部に付議し、
方向性を決定する。

学校部会を開催し、更新等の適否の判断の検討
を行う。
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断

基本計画策定方針の作成(更新する場合)

　鈴木保育園の民間移行や小川西保育園改築の事例を検証し、保育園のあり方を踏まえた上で、
2019(H31)年度末までに、更新等の実施の適否を判断し、更新等をする場合には基本計画策定方針の作成
を行います。

項　　　目 担　当　課

１８　喜平保育園 保育課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

検討体制(部会)

当該年度の取組（年度実績）

保育園部会

関連計画(第３次行財政再構築プラン)

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

「公立保育園の運営のあり方に関する方針」の
見直し検討

子ども子育て審議会に付議し、「公立保育園の
運営のあり方に関する方針」の見直しの方向性
を検討

内　　容

H30.5、8、9
H31.2

子ども・子育て審議会において、「公立保育園の運営のあり方に関す
る方針」の見直しに関して意見聴取した。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

実施時期 実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)

耐震補強工事（事務室１階） 4,697

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H31.2
厚生委員会において、「公立保育園の運営のあり方に関する方針」の
見直しに関して中間報告した。

H30.11～H31.3 耐震補強工事（事務室１階）の実施 4,405
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断 基本計画策定

基本計画策定方針作成

内　　容 第１四半期

当該年度の取組（年度実績）

決算見込み
(単位:千円)

2,216

2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

第２四半期

検討体制(部会) 中央公民館・健康福祉事務センター等部会

関連計画

項　　　目 担　当　課

１９　健康福祉事務センター 生活支援課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

　市役所（市庁舎）との窓口のあり方等を含め、中央公民館などの近隣の老朽化施設の状況なども踏ま
えて、2017(H29)年度末までに、更新等の実施の適否を判断し、更新等をする場合には基本計画策定方針
の作成を行います。

予　　算
(単位:千円)

実施時期 実　施　内　容

H30.4～H31.3
基本計画策定に向けて、市民意見交換会６回、中央・小川デザインカ
フェを準備会を含めて１４回、利用者・利用団体ヒアリングを８回、
個別ヒアリング、アンケート、出前授業等を行った。

第３四半期 第４四半期

当該年度の取組（当初予定）

基本計画策定方針に基づき、平成31年10月の基
本計画策定に向けて取組を進めます。

1,962

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29)

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断

基本計画策定方針の作成(更新する場合)

　近隣施設や老朽化の実態等を踏まえ、2018(H30)年度に検討を始め、2019(H31)年度末までに、更新等
の実施の適否を判断し、更新等をする場合には基本計画策定方針の作成を行います。

項　　　目 担　当　課

２０　第十一小学校　校舎 教育総務課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

検討体制(部会)

当該年度の取組（年度実績）

学校部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

予　　算
(単位:千円)

学校部会を開催し、劣化診断の結果等を踏ま
え、更新等の適否の判断の検討を行う。

内　　容

H30.4、9、11 学校部会を開催し、更新等の適否の判断の検討をした。 0

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

実施時期 実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.12、H31.1
公共施設マネジメント推進委員会の助言を踏まえ、公共施設マネジメ
ント推進本部に付議し、更新等を行う方向性を決定した。
また、基本計画策定方針を作成した。

0

H31.2
２月１５日の市議会幹事長会議において報告した。
また、２月１９日に十一小の保護者向けに、建て替えに関する案内を
通知した。

0
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公共施設マネジメント推進に関する進捗状況調査票
平成３０年度 平成３１年３月現在

更新等の適否の判断

基本計画策定方針の作成(更新する場合)

　近隣施設や老朽化の実態等を踏まえ、2018(H30)年度に検討を始め、2019(H31)年度末までに、更新等
の実施の適否を判断し、更新等をする場合には基本計画策定方針の作成を行います。

項　　　目 担　当　課

２１　第四中学校　校舎 教育総務課

公共施設マネジメント推進計画における記載内容

公共施設マネジメント推進計画における年度計画

2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 2020(H32) 2021(H33)

検討体制(部会)

当該年度の取組（年度実績）

学校部会

関連計画

当該年度の取組（当初予定）

0

予　　算
(単位:千円)

劣化診断基礎調査を実施する。
4,750

の一部

学校部会を開催し、更新等の適否の判断の検討
を行う。

内　　容

H30.8～H30.11 劣化診断基礎調査を実施した。
4,320

の一部

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

実施時期 実　施　内　容
決算見込み
(単位:千円)

評価 実施（進行中）
一部未実施･未実施
の場合、改善策等

H30.4、9、11 学校部会を開催し、更新等の適否の判断の検討をした。
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